
香川生物（KagawaSeibutsu）（34）：63－67，2007  

高知市とその周辺における晴乳類の犬ジステンパーの発生状況  

吉 澤 未 来・渡 部  孝  

〒780－8010 高知市桟橋通6丁目9－1 わんば－くこうちアニマルランド  

ThecaninedistemperOutbreaksituationofmammals  

inKochiCityandtheoutskirts  
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属bcゐ∫乃0－βOJOノ（甲α〃  

容施設のない高知市近辺の市町村からも当園  

に運ばれてくる。2005年10月から2006年11月  

までの14ケ月間に当園に保護収容された野生  

晴乳頬について調査した，  

結果と考察  

2005年10月12日に収容したタヌキからCDV  

が検出された。それ以降約1年間に当園に保  

護収容されたタヌキ，アナグマ肋Je5刑βJβ5  

α乃血∽α，ハクビシン劫g〟肌αJα′Vα′αの一・覧を  

表1に，またその保護場所を図1に表した。  

表1のNo．1からNo．6までは病理組織学的検  

査によりCDVの感染が確認された。またNo．．7  

からNo9まではその症状や経過からCDV感染  

と判断した。2005年11月以降はCDV抗原検査  

用キット（チェックマンCDV）を用いて保護  

されたタヌキ，アナグマ，ハクビシンのCDV  

感染を判断した。CDを発症した動物は，保護  

日又はその翌日に死亡している。   

図1から，－・度発症した個体が保護された  

場合，その地域はCDに汚染されているため，  

続けてタヌキが保護される事が多いと推測さ  

れる。   

図2に当園の保護動物数を示した。保護動  

は じめ に  

犬ジステンパ－・（CD）は，パラミクソウイ  

ルス科Paramyxoviridaeモルビリウイルス属  

肋r如才Jル∠川Sに属する犬ジステンパーウイルス  

caninedistemperVirus（CDV）が引き起＝：す候  

患で，感染動物の分泌物を経口的または気道  

を介して感染すると考えられている（大石，  

1993；清水はか，1997）。本ウイルスは，イヌ  

科Canidae，クマ科Ursidae，イタチ科Muste－  

1idae，ジャコウネコ科Viverridae等に感受性が  

みられ（北，1984），近年タヌキ勅cJe′e〟f萬  

ク′Oqγ0〃0～ゐを筆頭とした野生動物に，日本各  

地でCD発症例が確認されている（日高ほか，  

1966；久保，1991；大橋ほか，2000；輿名  

ら，2003）。   

本論文では，アニマルランドに保護収容さ  

れた野生晴乳類でみられたCDV疾患の発生状  

況について紹介する。  

材料と方法  

アニマルランドは高知県より委託を受け，  

傷病野生鳥獣の保護治療事業を行っている。  

保護動物は高知市ではもちろん，保護動物収  
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表1．保護収容されたタヌキ，ハクビシン，アナグマの一・覧．  

恥． 収容日  動物種  保護場所  検査等  

12005／10／12  タヌキ  

2 2005／10／14  タヌキ  

3 2005／10／19  タヌキ  

4 2005／10／21  タヌキ  

5 2005／10／24  タヌキ  

高知市浦戸  

高知市浦戸  

高知市浦戸  

高知市五台山  

高知市長浜  

理
理
理
理
理
 
 

病
病
病
癖
病
 
 

高知市浦戸  

高知市五台山  

高知市長尾山町  

春野町弘岡下   

春野町西分  

病理  

症状より判断  

症状より判断  

症状より判断  

チェックマンCDV（＋）  

6 2005／10／24  タヌキ  

7 2005／10／26  タヌキ  

8 2005／10／30  タヌキ  

9 2005／10／31  タヌキ  

10 2005／11／17  タヌキ  

土佐市高岡町  

赤岡町旭町  

高知市五台山  

春野町南ケ丘  

高知市大津  

チェックマンCDV（－）  

チェックマンCDV（－）  

チエッグマンCDV（十）  

チェックマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（＋）  

112005／11／21  タヌキ  

12 2005／12／5  タヌキ  

13 2005／12／10  タヌキ  

14 2005／12／15  タヌキ  

15 2006／1／9  タヌキ  

16 2006／1／14  タヌキ  

17 2006／1／15  タヌキ  

18 2006／1／26  タヌキ  

19 2006／2／6  タヌキ  

20 2006／3／14  タヌキ  

高知市大津  

高知市大津  

高知市長浜  

高知市大津  

南国市明見  

チェックマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（＋）  

高知市高須  

高知市西秦泉寺  

春野町西諸木   

春野町秋山   

高知市大津  

チエッグマンCDV（十）  

チエッグマンCDV（－）  

チェックマンCDV（十）  

チェックマンCDV（十）  

チェックマンCDV（＋）  

212006／3／17  タヌキ  

22 2006／3／19  ハクビシン  

23 2006／3／2ユ  タヌキ  

24 2006／3／28  タヌキ  

25 2006／5／8  タヌキ  

高知市石立町  

高知市北中山  

高知市大津  

高知市大津  

春野町西畑  

チェックマンCDV（－）  

チエッグマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（－）  

26 2006／6／16  タヌキ  

27 2006／6／27  ハクピシン  

28 2006／6／28  ハクビシン  

29 2006／7／7  タヌキ  

30 2006／7／27  タヌキ  

高知市塩屋崎町   

高知市浦戸   

土佐市用石  

高知市瀬戸南町   

土佐市蓮池  

312006／7／8  タヌキ  

32 2008／9／15  タヌキ  

33 2006／9／20  タヌキ  

34 2006／9／30  タヌキ  

35 2006／10／6  タヌキ  

チェックマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（十）  

チエッグマンCDV（－）  

チェックマンCDV（－）  

チェックマンCDV（－）  

高知市介長   

南国市小篭  

高知市高須砂地  

高知市丸ノ内  

高知市高須本町  

36 2006／10／12  タヌキ  

37 2006／10／11  ハクビシン  

38 2006／10／21  タヌキ  

39 2006／11／2  ハクビシン  

40 2006／11／2  タヌキ  

チエッグマンCDV（十）  

チェックマンCDV（－）  

チエッグマンCDV（＋）  

チェックマンCDV（－）  

チェックマンCDV（－）  

412006／11／3  タヌキ  高知市一・官東町  チェックマンCDV（－）  

42 2006／11／5  アナグマ  高知市布師田  チエッグマンCDV（＋）  

43 2006／11／11  タヌキ  吾川郡いの町  チェックマンCDV（－）  
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香美市  

図1．タヌキ・ハクビシン・アナグマの保護地点．  

ロタヌキ以外の保護数  

mタヌキの保護数   

2003年度  2004年度  2005年度  

図2．タヌキ等の保護数．  
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し，感染に抵抗性を示すようになったためと  

考えられる。それに代わり，アナグマやハク  

ビシンなどCDに感受性のある他種の動物に発  

生がみられるようになった。   

この事から今回のCDはタヌキに限らず感受  

性のある動物に広く蔓延し，地域の野生動物  

に大きなダメ・－・ジを与えうる状況が続くと考  

えられる。タヌキに感染していたウイルスが  

他種に感染性があるものに変異したのか，  

元々感染性のあったウイルスなのかは，発症  

したアナグマ，ハクビシンを調査する事によ  

り今後明らかにしていきたい。  

謝  辞  

病理学的検査を実施していただいた，高知  

県中央家畜保健衛生所小松誠祐所長（現高知  

県東部家畜保健衛生所長），同中央家畜保健衛  

物数におけるタヌキの割合は2003年度，2004  

年度とはとんど変化がないが，2005年度はタ  

ヌキの保護数が大きく増加している。   

今回の発生当初はCDを発症し保護されたの  

はタヌキのみだった（渡部ほか，2006）が，  

2006年6月には続けて2頭のハクビシンが保  

護され 共にチェックマンCDVで陽性を示し  

た。2006年11月にはアナグマでもチェックマ  

ンCDVで陽性を示した個体が保護されてい  

る。   

2005年10月から2006年11月まで月別のタヌ  

キ，ハクビシン，アナグマの保護数を図3に  

表した。2006年4月からはタヌキのCDを原因  

どす■る保護数が減少し，発生から一・年が経過  

した現在はタヌキのCD発生が終息を迎えつつ  

あるように思われる。   

これほ発生地域の夕．ヌキがCDの抗体を獲得  

巳CDV（＋）アナグマ  

10月11月12月1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月10月11月  

図3．タヌキ・ハクビシン・アナグマの月別保護数  
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生所病性鑑定室宮村和典チ・一っ（現高知県畜  

産課班長）ならびに酒井賀彦先生に深謝いた  
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